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鹿島難に産するチョウセンノ、マクリの生産量は，内湾性ハマクリの全国生産量に次く程大きい。

周知のここうに，ハマプリの生産は今後ますます滅ずるであろう。これに反して，外洋性のチョウセンノ、マク

リは増殖対象咋としノて拭rj発され，丘涯漁民の置要か収入源としての地位を高めてゆくことが期待される。

ところが，症∴廉しこふ十rふこのJiの漁う＿抽句動は　比げしく，かつ，1．954年以降，その鼠が激涙して

いるなど，こ力泳ノこ三揖安定性か斗封このてまれてしへる。そこで，本棟の鹿前死生の牡動婁儀は把あくする巳的

から，産卵誘発によって縛られた幼生を扉簡することによって，浮遊幼生の生態と形態を知るため，198

7年8月に尖廉i4－・ここたったので．ここに親告する。

発表に先立って，毎々御指導を］月いた東海区水産研究所．出中細太郎技官に射し　心から感謝いたします。

l　採卵について

1－1　材料および方法

産卵誘発刺激に上って採卵するために使用した親只は19d7年7月18日および8月14日に鹿島

艶で採捕した穀長5－10仰のものである。これを室内のコンクリート水槽（155×80×50ぐ珊）

内に流水のもとに管理した後・実鮫に供した。誘発の方法は材料を10－50個はとめて塩化ビニール

製の水槽に収容し・温度刺激を与えることによった

1－2　誘発刺激による放精・産卵状況

19d d年の実験では，約210Cの流水中に保った成員を用い，単に昇温せしめただけで容易に放精

産卵したので．1987年にも同じ方法をとったが失敗した。これは′1987年の水温が約25℃と

高かったためか一雄1個が刺激に反応盈示したにすぎず，採卵するにいたらなかった。

そこで・材料を20℃の低温のもとに1日保った後．20Ocから8－9℃（1℃／10品）高めた結

果　雌雄とも塩鮭変化に刺激され，水温27～2900，昇温開始後1．7～2時間において放粘　産卵

し・多量の受精卵を博ることができた（区1）。

なお◆チョウセンハマグリは刺激をおこなう際．昇温寸前に低水温に移しても刺激に反応することは

夜かった。

この姑巣■　誘発に際しては親員をあらかじめ2D～21Ocの低水温に保っておく方法が有効と考えら

れた
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L　山瓜叫■にユ∴も損I■．増力れ状況

2＿　劫1直別習い：ついて

2、－1　甘料およびカ法

嗣力症∴巨いて述べた産卵誘発によって受精と，正常な卵発生を経て発生したD状幼生を飼育材料とし

て川いた。

′宝榊l・14［余分しっ和子を除いた後．，スチ亡トール製角バット（4〔】×25×25m）に収容して発狂せし

姑貴職払ら鶴が分髄接れて映体をほほ封おった暗卿こ帆ヒげ．幼ノ煩紬旺抽摘泳1椚g当り1他に相当す

る．しうにJjふど製角型水槽（50×55×4Sc郡）にセットし　油気良一摘むかこ食った。

別木目耳箋叶tNit乞SChla

C］osterium　と1）baeodaCty11ユm TricornUtltm　を混合し，飼育水17m一gあたり5×用

川根　▲軋・川給与した‘）

2－2　飼育結果

a、受精卵の形扶

受棉卯のl恒温廿平均8ふ4〟．卵の周囲にジェリー層が亜くおおい．そわ付∵さい二45．2〃でめったb

ジェリー屑をふくむ卵全体の直径は卵径の2倍に相当する。

しっ、幼八三の形態

受精後24時㈹経過した初劾D状幼生の穀長巾154、7／上．穀癌は105．9〃　交線の長さ杜95・B

で．成長につれ戯高は艇長に比例するが，交線の長さけ　はほ一定していて　敷長ののびに伴わず

ほぼ一定している（表1）。これは他の二枚火難幼生の成長傾向とl司様である。

アンポ糊にけ受精後8，9日目で達し，この期における幼生の赦］計上ふくらみがちであった（図

肘）。

、幼／巨の成ふ
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幼生はよく餌を摂ってはは直線的な成長左■みせ／こ（いく12）。
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嶋廿日♪

成長試験旺常甑区（24．4～275，ヤ均25．【JhL1）J二恒鮎Fイ2n℃）に分けたか　高配の′f混和こ

成1▼ミjl好で，′笠精撞牒．91日射差す構翔・肌・・ri‾、をきし，岩：1i底lrこ沈降を始めた。

幼隼出拭瀧血晩ベラムと址ノーノ白■し，10。1日一川…：tベラム頼退化し，筆の聴扶たした〟一川Mし

て器底う＿一紙ふくナふ底圧．初期椎貝、かi氾ノ寮されノ∴】

こノ州いて＿＝－し川＝HJJ拙、÷Ft約20（1〟　鮒rl（・．川虫〔′′し二律艮顆幼甘いそれの上うにふくれていか、。

佃詔封t′請柚刃こくトJベで仁仙丹中形膝上にけ何ら差異が認められなかったが，底斗主脳右ナノ二Jこ‘・二三日

かく：ナした。

l．†▲i区（′二川†ノン成iミ・＿：）式：粧Tl銅れ舶T．ユ〔ノ：）粛：二基l叶ト：一一いって・ちふこ」＿な知った。

う．幼／トり軋長さ二′り率打にお七はサ給桝il■。■■ユlトぺトで一㌔一十㌧1ト

こ心ウ㍉ぺ卜し’パⅢ八頭ノー日和】、＿fノ・よ＿∴締‥い】‾．′【ナ什・■）こ十巨予ノー（

5－1　材料か上びプチ法

材料として用いた1二代拙い（・‾日9d7廿日＝2フ日日1卵l．党′巨日・■－4、・r二1てノ予）∴

これを・宥量2劇の二、ピー底丸フラスコに聴解据榊1佃／がで送伍し，水温22nCで飾了＝′た。硬川l一㌧山

水に粧101－mL・の傭酸ノヒドロストレフ∵卜てイシソをふくむ。

糾射′巨埠加1■二‡きt・こ幼ノ川湘押＿り頼トいて」車べ十l同じく．Nit雪F】nhia　十　PhMイHh－LCtylum

を混合したもの摘t撒与しノ′二〔紺一浪虹山J佃1′kl椚β当り，それ－どオー（A）5×1041（直）1口×

155．（C）5×105も・上び（L）＝15X川5　し′＝日大で試験した0

5－2　成おかエび生妓本で丸、よは‾・「拾椚濃吐出針普

セット後711日の成長服張れ〟㌧15㌧ノ1十′′Uで音－∴Jて．拾糾いいtL、′こしくすくか一1収L7）山世上′う三二号

かめて不良でか一十存＿（衣2）．、15日Hに＝∴　7日‖∵二しいで小．差ト■すぎ査かったムーC問し’J才で■て－が忙大

され－総帥わ多hr真ほどIJk．にか良如‾ぐず√‾‾Jた‾
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生残率の版位はB＞C、＞D＞Aであった。印判のもっとも＿敷ノ．・言た叫草には餌が茶底に多量にたまり，た

めに7日日以降　幼生は衰弱して庚に沈み】へい升一小　　　　　二二㌧二。鮒ご】う　底生生活移行時におけ

る生残率はB区が最良であった。

以上の結果から．幼三の成長かエび牲純利こ対して適し／ノ珊ト「掛鋸日0×10シ鳳βとされた。しか

しこの実験は1回のみでめるかト”適正給餌料の決定日今後＿多くソつ来駒が必要であらう。

表2　餌料酎慶と幼生の成長および歩甘‖）

試験区 餌料密度
穀　　　 艮 （単位 〃 ） 1

開 始 時 7　日　巨臼　 1仁㍉－j l l

A

B

C

D

5 0．0 8 0／c c

1 0．0 0 0／ c c

1 5 4．7

〝

〝

〝

1 ” 。 2 5 言 十

l

1 7 5．9 2 1 ‘竺＿．．昌

l5 0 0 0／c c

2．5 0 q／c c

巨 8 2・目

上 5・8 1 7 2・7

※沈着個数は190／l以」二成長したものの個数

考　　　　　察

莞慧讐※
う［：】

2　こj

（プロ）

4〕

し　　二J　ノ

＿　1

（140）

2　8　0

（　80）

沈着歩留り

（1）採卵について

原田・藤本　はチョウセンハマグリの産卵盛期は7－9月，水温20℃以上と述べているが．今回の

実験では7月および8月に採捕した成只から　7－9月に採卵することができた。

温度刺激による採卵方法では・督野（2）も述べているようい一．下限温寝が誘発に大きな意味をもつもの

と思われ　実験では下限温鹿22℃以下の場合のみに採卵が可能であった。また，刺激直前にこの温度

に下げても放粗・産卵せず・24時間一・下限湿度前後で哲理してからの温度利敵で放精卵せしめること

ができた。

（2）幼生の浮遊日数について

受精後沈着期にいたるまでの期間は当然水温によって異怒る。24－27℃では10日■20℃では

12－15日を要した。鹿島離沿掛ておける夏季水温は20～25℃の範囲内にあるから．，天然にかけ

る幼生は1D～15日間で浮遊生活を終えるものと推察されるらなか．この水温範囲内では幼生の成長

に影響を及ぼすが・洩耗の原因とまではゆかない。

ハマクリの浮遊日数について・盲闇（3岨5週間としているが▼′ト野（4）は人工採甫結果より10－12
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日としていて，今回の実験によるチョウセンハマグリのそれとかわらをレ。

また，チョウセンノ、マクリの浮遊幼生の形態虹ハマクリのそれと酷似しているが，両種が分類上同一

属の近縁稚であるから当然であらう。

約

（l）産卵誘発は水温22C以下で温度刺激により．容易に放精．産卵し得た。

（2）受精卵の径は88．4′（．ジェリー層の厚さは45．2／上である。

（3）幼生の浮遊期間は10～12日で　沈着時の大きさは約200〟であった。

（4）幼生に対する投餌量は　NitZS。hiaとPhaeoda。t，lum　の混合で10×10シ花Cが適当

であった。
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捻東関真

1　受　精　卵

2　D型幼生，受精後24時間

5　　　〝　　　　　　　　　5日

4　D型幼生　受精後　5日

5　沈着寸前の幼生　　　7日

d　沈着した仔具　　　　9日

●


